
不登校経験者における心理変容とキャリア形

成のプロセス分析：予感と結末の乖離に関する

考察 

1. 序論：本レポートの目的と分析の視点 
不登校の状態にある当事者が抱く「将来への絶望」は、単なる一過性の悲観主義として片付けら

れるものではありません。それは、出口の見えない苦痛の中でこれ以上の精神的ダメージを回

避しようとする「生存戦略としての視野の狭窄」と捉えるべき現象です。支援の現場において、彼

らの語る絶望を「考えすぎ」と否定することは、彼らの防衛本能そのものを否定することに繋がり

かねません。 

本レポートの目的は、不登校当事者が陥る「負の予言」のメカニズムを解明し、社会復帰後の

「実際の結末」との間にある決定的なギャップを構造化することにあります。ソースによれば、不

登校支援とは「不登校という壁を乗り越えるための階段」を構築する作業です。本分析を通じて、

その階段を構成するための不可欠な「素材（知識・経験・ナラティブ）」を提示し、支援者が当事者

の狭窄した視界をどのように広げていくべきか、その道筋を明らかにします。 

2. 「将来の予感」の解剖：死の期限と認知の歪み 
不登校当事者が抱く絶望は、時間的展望の喪失と、「逆算的思考」による論理の飛躍によって強

固に固定化されています。具体的な年齢設定を伴う「死の期限」は、単なる願望ではなく、彼らに

とっての「論理的帰結」となっている点に留意が必要です。 

時間的展望の喪失と「死の期限」の心理的力学 

当事者にとって、30代や40代といった遠い未来のイメージは空白であり、描けるのはせいぜい20
代前半までの「生存の限界」です。 

●​ 具体的期限の設定： 事例では、ネモ氏が「20歳」という期限を設けていた一方で、水降氏
は「23歳」を死の期限として設定していました。特に水降氏の場合、自身が没頭していた
空想世界の「最強キャラクター」の設定年齢が23歳であったことが、その年齢を人生の
ピーク、あるいは終着点として定義する根拠となっていました。 

●​ 自己防衛としての制限： この期限設定は、無限に続く苦痛に対して自ら「終わり」を規定
することで、精神的なパニックを回避する適応形態の一種といえます。 

逆算的絶望（ドミノ倒しの論理） 

ネモ氏のナラティブに見られるように、当事者の思考は現在の欠落から最悪の結末を導き出す

「負の連鎖」に支配されています。 



●​ ロジックの連鎖： 「中学校に行けない」→「定時制高校も中退するだろう」→「働くことは絶
対に無理だ」→「無職（ニート）になる」→「ならば死ぬしかない」という極端なドミノ理論
が、本人の中では極めて高い整合性を持って成立しています。 

●​ 現在地からの逆算： 「中学校にすら行けない自分に、社会が務まるはずがない」という現
在の自己否定が、将来の就労可能性を完全に遮断しているのです。 

3. 「実際の結末」とのギャップ：予測を裏切るレジリエンス 
当事者が抱いていた「正確すぎるほどに絶望的な予測」は、現実の社会経験を通じてポジティブ

に裏切られます。この認知の修正は、言葉による説得ではなく、行動によって得られる「実感的

納得」によってのみ達成されます。 

予測と結末の比較分析 

●​ 水降氏： 「23歳で死ぬ」という強固な予測は、同年齢での「結婚」という人生の転換点に
よって打破されました。かつての絶望は、現在は小学校教諭として子供たちを救うとい

う、予測の範疇を超えたキャリア形成へと昇華されています。 
●​ そんちょー氏： 学校という画一的なレールから外れたことに絶望していましたが、現在は

システムエンジニアとして自立しています。社会には多様な働き方（自由）があることを知

ることで、予測されていた「社会不適合」という結論を書き換えました。 
●​ ネモ氏： 「無職で死ぬしかない」という予測に対し、現在はVTuberとして社会との接点を

持ち、自身の発信が他者に届くという経験を積み重ねています。 

「失敗の再定義」による認知修正 

予測を裏切る最大の要因は、行動による「失敗の相対化」です。水降氏が述べるように、一度社

会に出て「挑戦してみたら意外となんとかなった」「失敗しても大したことはなかった」という実感が

得られた瞬間、強固だった絶望のロジックは解体されます。学校という「一度の失敗が致命傷に

なりかねない」閉鎖空間から脱し、小さな試行錯誤を許容する環境に身を置くことが、レジリエン

ス（回復力）を起動させる鍵となります。 

4. 社会との接点再構築：レジリエンスを支える「他者」の存在 
当事者が「死の選択」を踏みとどまり、社会への歩みを進める際、決定的な役割を果たすのは

「自分を必要とする他者」の存在と、社会に対する認識のアップデートです。 

家族というセーフティネットと「申し訳なさ」の二面性 

そんちょー氏や水降氏が指摘するように、「親に愛されている実感」は生存を維持するための最

後の防波堤となります。 

●​ 生存維持機能： 「親が泣く姿を見たくない」「親が生きてる間は生きよう」という思いが、死
の淵で踏みとどまるブレーキとして機能します。 

●​ 愛と負い目の相克： 愛されているがゆえに「何も返せていない」という猛烈な申し訳なさ
が当事者を苦しめることも事実です。支援者は、この「申し訳なさ」を生存へのエネルギー

に転換する繊細なアプローチが求められます。 



学校の「一様性」と社会の「多様性」の対比 

不登校当事者が絶望する要因の一つは、学校という「単一のコミュニティ」を社会のすべてだと誤

認することにあります。 

●​ サンプルの貧弱さ： 学生が接する大人は「学校の先生」や「親」など、限定的な「ちゃんと
している大人」に偏っています。 

●​ 多様なロールモデルの有効性： そんちょー氏が指摘するように、社会にはプログラミン
グ、清掃、事務など、多様な貢献の形（関わり方の多様性）が存在します。「適当でも大丈

夫な大人」「失敗を笑える大人」との接触が、「学校という一様の社会」で挫折した当事者

に、別の居場所の可能性を提示します。 

社会参加の最小単位：「Micro-Contribution」 

自己効力感の回復には、大きな成功ではなく「誰かの役に立った」という最小単位の実感が不可

欠です。 

●​ 社会的文脈でのアウトプット： コンビニのレジ打ち、事務作業、あるいは創作物の発表。
これらを通じて「ありがとう」と言われる経験が、自分を社会の一部として再定義させま

す。 

5. 支援者への提言：狭い視野を広げるための戦略的アプロー
チ 
不登校支援において、支援者が目指すべきは「言葉による説得」ではなく、当事者が自ら認知を

書き換えるための「環境の設計」です。 

「Social Integration through Output（発信による社会統合）」 

言葉で「将来は大丈夫だ」と説くよりも、当事者が自ら手を動かし、何かをアウトプットすることを

促すべきです。 

●​ 非言語的アプローチ： プログラミング、絵画、動画配信など、創作活動を通じて他者と繋
がる経験を支援します。自分の作ったものが誰かに届くという実感が、閉ざされた視界を

開く「階段の素材」となります。 

「背中で語る支援」：大人のリアルな姿の共有 

ネモ氏が「当時の自分はどんな言葉も信じなかったが、背中で語る人がいれば信じられたかもし

れない」と述べている点は極めて重要です。 

●​ 戦略的ロールモデル： 支援者自身が「人生を楽しんでいる大人の姿」を見せること。成功
だけでなく、失敗や「適当さ」を隠さず、それでも豊かに生きている現実を提示すること

が、言葉以上の支援となります。 

結論：心地よい「予測の裏切り」を目指して 



不登校当事者が抱く絶望は、彼らなりの論理に基づいた切実な予感です。支援者はその痛みを

尊重しつつ、その「正確すぎる絶望」を多様な経験によって、ポジティブかつ「心地よく裏切ってい

く」プロセスに伴走する必要があります。学校という枠組みを超えた多様な居場所を承認し、一歩

ずつ「階段の素材」を積み上げていくこと。その積み重ねの先に、当事者が自ら描いた「死の期

限」を通り過ぎ、新たな未来を構築するキャリア形成が待っています。 
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